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大町市内には、県指定史跡の上原遺跡に代表されるように多くの遺跡が確認されています。

その中でも、このたび発掘調査が行われた青木湖周辺の地域一帯は、遺跡の密集地帯である

と言えます。

近年、急速な発展により、地域の様相が変化してきています。このような開発の中、特に

埋蔵文化財に関しては消滅の恐れがあり、それらを後世に伝え、生涯学習の教材の一部とし

て活用していくために、その保護対策につきまして、現状保存や今回のような記録での保存

という形を取るべく、日々努力しております。

このたびの発掘調査は、国道148号の青木湖バイパス建設工事に伴うもので、大町建設事務

所の委託により、平成4年度から平成9年度まで6年間、後山遺跡・大行原遺跡・加蔵遺跡・

薮沢工遺跡・薮沢Ⅱ遺跡・薮沢Ⅲ遺跡の6遺跡の調査をおこないました。この発掘調査では、

大行原遺跡・薮沢I遺跡で約6,000年前-5,000年前の縄文時代の集落跡が発見され、また薮沢

I遺跡では国内で最も大きいと思われる石製の耳飾りが発見されたり、その他に多数の貴重

な土器・石器が発見され、大町市の歴史に新たな1ぺ」ジを加える重要な遺跡であることが

わかりました。

このような先人達の残した貴重な財産である文化財を有効的に活用することにより、祖先

がその時代に清々と生活していたことに思いを馳せ、大町市が古きものと新しきものの調和

のとれた住み良い、誇り得るまちになってくれることを期待しています。

最後になりましたが、この調査にあたりご理解ご協力を賜りました大町建設事務所、その

他関係機関ならびに関係者の皆様方、また献身的に発掘調査にご協力いただきました発掘作

業参加者の方々に衷心より感謝の意を表し、発刊のあいさつといたします。

平成10年3月

大町市教育委員会

教育長　荒　井　和比古



例　言星星星エコ

容量重言容量⊇二∃
▲,

容星星害し

亡コ

1.本書は、平成4- 9年度に大町建設事務所長と大町市教育委員会教育長との契約に基づいて

行われた。大町市大字平加蔵地籍(青木湖東岸東側)における道路改良事業国道148号青木

湖バイパス工轟に伴う後山遺跡・大行原遺跡・加蔵遺跡・薮沢I遺跡・薮沢Ⅱ遺跡・薮沢Ⅲ

遺跡緊急発掘調査の報告書(概要)である。

2.本調査は、大町建設事務所・長野県教育委員会・大町市教育委員会の三者による保護協議に

基づき、大町市教育委員会が大町建設事務所の委託を受け実施した。

3.調査については大町市教育委員会生渥学習課(社会教育課)文化財係で発掘調査・整理作業

を実施した。本書の編集は島田哲男が行った。

4.調査の諸語録及び出土遺物は、大町市教育委員会が保管している。

遺跡の注記については、後山遺跡「A日R」、大行原遺跡「AO I」、加蔵遺跡「KK」、

薮沢I遺跡「YS.I」、薮沢Ⅱ遺跡「YSⅡ」、薮沢Ⅲ遺跡「YSⅢ」と略して注記した。

5.調査に際しては、多くの各関係機関、研究者、先生方から御教示、御協力をいただきました。

多数おられるために御高名は話しませんが、’ここに謝意を表したいと思います。
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1.調査の経過概要

当該発掘調査は、国庫補助道路改良車業国道148号青木湖バイパス工事に先立っ埋蔵文化財(遺跡)記

録保存のためのものである。

この道路改良・工事計画については、平成2年度に計画が持ち上がり、計画用地内に後山遺跡・大行原

遺跡・加蔵遺跡・薮沢工遺跡・薮沢Ⅱ遺跡・薮沢Ⅲ遺跡の6つの遺跡があることがわかり、平成2年度か

ら大町建設事務所・県教育委員会・市教育委員会の三者で協議を重ね、平成4 - 7年度は現地での発掘調

査を中心に、平成8 ・ 9年度は室内での整理作業を中心に6年計画で進めることとなり、平成4年度より

発掘調査を開始した。平成4年度は後山遺跡・大行原遺跡の試掘調査、平成5年度は後山遺跡・大行原遺

跡の発掘調査、平成6年度は薮沢工・ "Ⅱ遺跡の発掘調査、加蔵遺跡一部の試掘調査、平成7年度において

現地作業を終了する予定であったが、薮沢Ⅲ遺跡の調査に入れなかったことから薮沢Ⅲ遺跡の現地発掘調

査は、平成8年に行い、現地での発掘調査は終了し、平成9年度は整地作業を実施した。

委託着手及び完了期日、現地での発掘調査期間、面積は次の通りである。 (現地発掘調査以外は、準備

及び整理作業を期間)

平成4年度　後山遺跡・大行原遺跡試掘調査

委託着手及び完了時期:平成4年10月1日一平成5年3月10日

現地試掘調査期間:平成4年10月14日-12月8日　　　　調査面積: 2,000壷

平成5年　後山遺跡・大行原遺跡発掘調査

委託着手及び完了時期:平成5年5月6日一平成6年3月10日

現地発掘調査期間:平成5年5月24日-9月9日　　　　調査面積: 6,300壷

平成6年　薮沢I遺跡・薮沢Ⅱ遺跡発掘調査、加蔵遺跡C地区試掘調査

委託着手及び完了時期:平成6年6月6日一平成7年3月10日

現地発掘調査期間;平成6年6月20日-11月30日　　　　調査面積: 5,200壷

平成7年　加蔵遺跡発掘調査

委託着手及び完了時期:平成7隼5月1日一平成8年3月10日

現地発掘調査期間:平成7年7月10日-11月30日　　　　調査面積: 1,200壷

平成8年　薮沢Ⅲ遺跡発掘調査

委託着手及び完了時期:平成8年5月20日一平成9年3月10日

現地発掘調査期間:平成8年6月20日-11月29日　　　　調査面積: 2,000壷

平成9隼　田土遺物整理調査

委託着手及び完了時期:平成9年4月21日一平成10年3月10日

2.調査体制

調査は、大町市教育委員会が行い、調査組織と事務局は同一のものとした。これ以外に、調査において

の技術・学術面を指導する組織として、市教育委員会が委嘱した近隣市町村に住む学識経験者を指導員と

している。発掘調査作業員(平成4-8年)、整理作業員については、教育委員会で直接雇用したものと

(社)大町・池田広域シルバー人材センターに委託して派遣されたものの両者で構成した。

大町市教育委員会(文化財担当・調査組織。平成4- 9年度)

矢口格(教育長)平成5年3月31日まで/牛越充(同)平成8年9月30日まで/荒井和比古(同)平成8

隼10月1日から/千葉彬司(教育次長)平成7年4月1日から平成8年3月31日まで/石原学(同)平成

1



8年4月1日から/西沢義男(社会教育課課長)平成5年3月31日まで/太田実(生渥学習課課長)平成

7年3月31日まで/太田勝巳(同)平成7年4月1日から/五十嵐弾治(社会教育課文化財係長)平成6

隼3月31日まで/松田雄介(生涯学習課文化財係長)平成7隼3月31日まで/綿内邦彦(同)平成9年3

月31日まで/佐藤恒忠(同)平成9年4月1日から/島田哲男(同・主任) 〈発掘担当者〉 /白沢(清水)

隆寿(同・主事) /清水(坂田)真理子(同・同) /三原信治(同・同)平成7年3月31日まで/荒井和

比古(同・嘱託)平成8年9月30日まで/相沢亮平(同・同)平成8年10月1日から/横沢和子(同・臨

時職員) /金原隆子(同・同)平成8年4月30日まで/小林優子(同・同)平成8年月1日から/高橋克

恵(同・同)平成9年7月1日から

大町市埋蔵文化財指導員

篠崎健一郎/樋口昇一/森義直/笹本正治/幅異義/福沢幸一/臼井潤

3.調査の方法

調査遺跡のほとんどは山林・原野が多かったため遺構・遺物検出面等の把握ができていなかったために、

試掘調査はダリット法・トレンチ法でおこなった。ダリットについては手掘りで、トレンチについては、

重機(バックホー)でトレンチを掘ってから手掘りで検出をおこなった。発掘作業は、遺跡での遺構・遺

物検出面等の把握ができていないため、まず調査対象地区内に調査担当職員立会いのもと重機(バックホー)

でトレンチを掘り(バックホーで掘削し、クローラーダンプで土を集積)、遺構・遺物検出面を確認後、

全面発掘調査にはいった。全面発掘調査は、表土を重機で除去し(トレンチ掘削と同様にバックホーで掘

削し、クローラーダンプで土を集積)、その後人力で遺構・遺物を検出、掘り下げをおこなった。

測量については、平板測量と簡易遣り方測量の両者を併用しておこない、包囲は座標を使用した。一部

の図については、用地杭・任意に打った杭を使用して測量し、座標・標高を後で求めて、他の図と照合で

きるようにした。座標標高は、 ㈱山光測舎に委託して設置した。また、大行原遺跡・薮沢Ⅲ遺跡では㈱写

真測図研究所、薮沢工遺跡では㈱こうそくに委託してラジコンヘリコプターによる写真測量を併用した。

記録写真については、 35mmカメラを使用し、レンズについては28mm広角・ 35mm広角・ 50mm標準・ 28-70

皿mズームレンズをそれぞれの場面に応じて使用した。フイルムについてはI SOlOOおよび400のカラーネ

ガ・カラーリバーサル・白黒ネガを使用した。また、全体写真の一部は、後山遺跡・大行原遺跡・薮沢Ⅲ

遺跡では㈱写真測図研究所、加蔵遺跡C地区・薮沢工遺跡・薮沢Ⅱ遺跡では㈱こうそく、加蔵遺跡A地区

では㈱ジャステックに委託してラジコンヘリコプターによる航空写真を撮影した。地形航空写真について

は、 ㈱こうそくで1990年に撮影したものを使用している。

整理作業は、各遺跡調査後、遺物の区分け・遺物洗浄をおこないその後、注記・復元・遺物実測・遺構

図トレース等をおこなった。遺物実測の一部は㈱写真測図研究所に委託した。

遺物の略称については後山遺跡を青木湖後山遺跡を略し「AUR」、大行原遺跡を青木湖大行原遺跡を

略し「AOI」 (大行原は当初「おおいはら」としたが、地元において「おおぎょうばら」と呼んでいる

ことから後に「おおぎょうばら」とした)、加蔵遺跡を略し「KK」その後にA-Cの地区名をいれた。

薮沢I遺跡は「YS I」、薮沢Ⅱ遺跡は「YSⅡ」、薮沢Ⅲ遺跡は「YSⅢ」と略して、.それぞれ出土遺物

等に注記した。

2



あおきこしゅ うへんい せき お宮ょうばら かく ら やぶさわ

図 1 青木湖周辺の遺跡 1.後山遺跡、 2. 大行原遺跡 3.加蔵遺跡、 4.薮沢 I追跡、
かみじよつめと

5.薮沢E遺跡、 6.薮沢E追跡、 7白浜遺跡、 8.クマンパ遺ー跡、 9. 上城跡、
こせL、ほ 〈

10.青木湖西北遺跡、 11 エヒ、 スマ原遺跡、 12. 青木造跡、 13.議場I遺跡、
かみ や

14. 築場E遺跡、 15.神谷遺跡

(青部分発掘調査位置) (地図はバイパス建設前 1 : 20.000) 

3 



4 

‘き こし ゅう へん いせ き おぎょっはら かくり やぶさわ

図 1 青木湖周辺の遺跡 1.後山遺跡、 2. 大行原遺跡 3.加蔵遺跡、 4.薮沢 I遺跡、
かみ じょっあと

5 薮沢E遺跡、 6. 薮沢E遺跡、 7旨撰追跡、 8 クマンパ遺跡、 9 上城跡、
ゃなぽ

10.青木f副首誕遺跡、 11 エビスマ原追跡、 12.青木遺跡、 13 築場 I遺跡、

14.築場H遺跡、 15.神谷遺跡

(青部分発掘調査位置) (地図はノくイパス建設後 1 : 20.000) 



図 3 後山遺跡、大行原遺跡周辺地形図(1: 5.000) (昭和47年作成地図)バイパス建設前

5 



図3 後山遺跡、大行原遺跡周辺地形図(1: 5.000) (平成 9年)バイパス建設後

6 
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1.後山遺跡.

大行原遺跡. 2 

航空写真

2. 後山遺跡

全景(北側上空

より〉

A'B・C・Dは

調査地区名

写真 1 
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写真4 後山遺跡

1. A区東側河川跡 1

(東より〉

2. B区 (1992年調査〉

全景 (西よ り〉

BCについては同一

地点の調査区である

が、調査の都合で、

西側を B区、 東側を

C区とした。

3. B、C区 (1993年

調査〉 全景〈東南よ

リ)



後山遺跡

1. B区南側の溝跡2・

3 (西より〉

二本の小さい溝が河

川跡と考えられる大

きな溝とつながって

発見された。溝の上

部および、内部から

は、縄文時代早期後

半の遺物が集中し て

発見された。

2 . 溝.~赤 2 ・ 3

(西より〉

溝跡は人工なものか

自然なものかははっ

きりとできなかった。

3.溝跡 2・3周辺の

遺物出土状況 (西よ

リ〉

写真 5 



写真 6 後山遺跡

C区建物跡 1 uヒ
より〉後方に見える

のが溝4。

2問x3聞の東、西

の南側に 4個の柱穴

が並ぶ建物跡である。

時代については不明

である。

2. C区建物跡 1

(西よ り〉

3. C区北側溝跡 1

(西よ り)

溝跡の上部では縄文

時代晩期末の遺物 ・

焼土が発見されてい

るので、それより以

前のものと考えられ

る。

溝跡には水が流れて

いたと考えられるが、

人工か自然かははっ

きり しなかった。



後山遺跡

1 ~3. C区溝跡 1

1. 発見状況

(東より〉

2. 完掘後

(東より〉

3. 完掘後

(西よ り〉

写真 7 
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大行原遺跡

1 ~3. 全景

(西側上空より〉

2 (北側上空よリ〉

3 (上空より。左が北〉

住居跡は尾根を取り

囲むように尾根の斜

面を中心に住居跡 ・

土坑が発見され、尾

根の頂上を中心に集

落を営んでいたと考

えられた。

南側の斜面下には流

喋群が見られ、縄文

時代早期末以前には

沢が流れていたと考

えられた。また、北

側斜面には浅い谷状

の地形があリ黒色土

が厚く堆積しており、

縄文時代早期末以前

には谷状地形となっ

ていたと考えられた。
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写真 10 大行原遺跡

1. 2 遺構発見状況

(上空よリ。左が北〉

1.調査区北側尾根周

辺

2.調査区南側、尾根南側平地部分



大行原遺跡

1 ~3 め芯震 品

調査後の状況 共で
1. 調査区南側、尾根 し 、

南側斜面(南より)

2. 調査区西側尾根西

斜面(西より〉

3.調査区北側尾根北

斜面(北よリ)

北側斜面には、縄文

時代早期末まで、谷

状の地形があったら

しし、。中央やや右側

の大きくくぼんで見

えるのが谷状地形。

写真 11 



写真 12 大行原遺跡

1.調査区北側、尾根

部分の南側斜面上部

の東側

• 2・7・8・9

住検出状況(南より)

斜面から検出された

住居跡のほとんどは

奥壁側の掘り込みし

か残っておらず、半

円形での検出であっ

7こ。

2.調査区北側、尾根

部分の南側斜面下部

の東側 (南より〉

3号住居跡 (手前)、

4号住居跡 ・集石 1

~3 などが見える。
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写真 14 大行原遺跡

1. 3号住居跡(南よ

り)

やや不整円形で柱穴

が 1本し か検出でき

ず、中央に炉の浅い

掘リ込みが見られた。

2. 4号住居跡 (南よ

り)

4号住居跡の右上に

あるのは集石3。

4号住居跡は、やや

不整円形で中央に炉

と思われる浅い掘リ

込みが見られた。柱

穴はしっかりしたも

のがな く、 浅く細い

ものであった。

3. 7・8住居跡(南

より〉

下が 7号、 上が 8号

住居跡。左上に土坑

8、中央上に集石7、

右上に集石 6、右側

に土坑15がある。



大行原遺跡

1. 9号住居跡

(南より〉

右側にあるのは集石

4 

2.尾根部分南斜面中

央。

11・17・18号住居跡

(南より)

3. 17号住居跡(南よ

り〉

中央には集石 8があ

る。下の石の横にあ

るのは土坑63。住居

跡左側にあるのは、

土坑690

写真 15



写真 16 大行原遺跡

1. 尾根部分西側斜面

中央 5・6 • 10号住

居跡 (西より〉

急な斜面にあり奥壁

が残っているのみで

半円形で検出された。

床面はあまり堅くな

く掘 リすぎた部分も

あり、 掘り方まで掘っ

てしまった部分もあっ

た。

2. 5・6号住居跡

(西よ り〉

左上が5号住居跡、

右下が6号住居跡

3. 10号住居跡

(西よ り〉



大行原遺跡

1. 尾根部分北斜面東

側遺物出土状況

(北西より〉

この下より 14~ 1 6号

住居跡が検出された。

2. 尾根部分北斜面中

央遺物出土状況

(北より〉

3.尾根部分北斜面東

側遺構検出状況

(北西より〉

14~16号住居跡、 土

坑18、40が検出され

た。

写真 17



写真 18 大行原遺跡

1. 尾根部分北斜面西

側遺物出土状況 (北

東よ リ〉

12・13号住居跡など

が上部で検出 され、

下部は包含層となっ

ていた。

2.尾根部分北斜面

中央~西側遺構検出

状況 (北東より〉

12・13号住居跡、土

坑 16・17・44・45など

が上部で検出 され、

下部は谷状の地形と

なっていた谷状地形

は縄文時代早期後半

には埋ま っていたも

のと考えられる。

3. 12・13号住居跡検

出状況 (北より)

12号住居跡(下側〉

は

13号住居跡 (上側〉

を掘り込んでいた。

これらの住居跡も奥

壁が残るだけの半円

形のものであった。

土坑44・45はよ部を1

2号住居跡に掘り込

まれており、 住居跡

よリ古いものである。



大行原遺跡

1. 12.13号住居跡検出

状況(南よリ〉

上の大きな半円形が

12号住居跡。下の小

さな半円形が13号住

居跡左下に見える土

坑は、土坑170

2・3・12・13号住居跡

土坑17・44・45・46掘

りあがり後

2. (南より〉

3. (北より〉

写真 19



写真 20 大行原遺跡

1. 14・15号住居跡、

土坑18・40掘 リあが

リ後 (北より)

2. 14号住居跡床土層

断面 (西よリ)

14号住居跡はロ ム

質土を埋め立て床を

造っていた。

3. 16号住居 跡 (北西

よリ〉
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つ乙盲六写 大行原遺跡

1. 20号住居跡 (西よ

り〉

2. 20号住居跡炉附近

(西より〉

左側手前に見える平

石は台石と見られる。

3. 21号住居 跡 (西よ

り〉

西側は道路により削

られてしまっていた。



大行原遺跡

1. 建物跡 1(北より〉

土坑30・37 (縄文時

代晩期土坑〉に柱穴

が掘り込まれていた。

長六角形に柱穴が

並ぶ建物跡である。

2.建物跡 1(西より〉

3.尾根頂上部の土坑。

土坑11~13 ・ 47 (南

西より〉

頂上部には土坑がわ

ずかに見られただけ

で、広場のようになっ

ていたものと考えら

れる。

写真 23



写真 24 大行原遺跡

縄文時代前期の土坑

1. 土坑 3 (南より)

2 ~ 4.土坑11

2. 土坑断面の状況

(南よ り)

3.土器出土状況 (西

より〉

4. 完掘後 (西より)

5 • 6土坑19

5.完掘後 (南よリ)

6.底面での石匙出土

状況 (東よリ〉

7. 土坑 7

8.土坑66



大行原遺跡

縄文時代前期の土坑

1. 尾根部分頂上南東

側土坑(南より〉

土坑83~84

2.尾根部分南側斜面、

11・17号住居跡周辺

土坑63~7 1

3.尾根部分西側斜面

南側土坑 (西よリ〉

土坑75~78

写真 25



写真 26 大行原遺跡

縄文時代前期の土坑

1. 尾根部分西側斜

面北側土坑 (北西

よリ)

土坑19~25

2.尾根部分北側斜

面中央頂上近く 12・

13号住居跡周辺土

坑 (北より)

( 部縄文時代早

期後半と考えられ

るものもある。〉

土坑16 ・ 1 7 ・ 44~46

3. 4南側平坦部分

土坑

3.土坑30(南よ り〉

4. 土坑31(南より)



大行原遺跡

縄文時代前期の集石

1集石 1. 2 (南より)

上が集石 1。下が集

石 20

2.集石 1(南より〉

3.集石 1断面 (南よ

り〉

4 ~ 6 集石 3

4. (北より〉

5. 断面(東より)

6.石除去後(東より〉

集石 3の石の下には

多量の炭化物が堆積

していた。

7.集石 4 (南よ リ〉

づーっι
盲六写



写真 28 大行原遺跡

1 ~ 4 縄文時代前期の

集石

1.集石(南より〉右

が集石 6・7左が集

石 70

2. 集石 7(南より〉

3. 17号住居跡の中に

あった集石 8 (南よ

リ〉

4.集石 5と焼土 (北

より〉左上が集石 5。

左側の自然石の上に

焼土がある。

5.南側平坦部分の焼

土群 (南より)

6.南側平坦部分の焼

土群(南より〉

中央の大きな焼土の

下に土坑43があった。

この焼土からは縄文

時代晩期末の土器が

出土した。

7.土坑33(南より)

内部から出土した土

器は縄文時代晩期で

あった。



大行原遺跡

1~6 縄文時代晩期末

土坑

1. 2土坑32

1 . (南東より〉

2. (南西より)土坑

32は配石を伴ってい

た。

3. 4土坑33(南より〉

3.土器出土状況

4.掘りあがり後

5. 6土坑34(西より〉

5.検出状況

6.掘 りあがり後土坑

34の上部には焼土が

見られた。

7.溝 1(西よリ〉

近世の溝跡と考えら

れる。

写真 29



写真 30 加蔵遺跡

1. 遠景

(西側よ、 青

木湖対岸より〉

1. A地区、

2. B地区

3. Ci也区

2.青木湖を含

めた全景

(南側上空よ

り)

右側の青木湖

端から 山際ま

で加蔵遺跡の

範囲。 右側手

前 3がC地区

上の 1がA地

区である。

3.全景(北慣1]

上空よ り〉

番号は上 と同

じ地区割り。



加蔵遺跡

1. A・B地区全景

(南側よ空より〉

2. 3 B地区調査区全
旦
甲小

2. (北西より〉

3. (西より〉

東側が高 く、西側が

低い沢状の地形となっ

ており、高台から降

りた部分に縄文時代

中期後半の遺物の小

集中区が見られた。

この集落は東側の調

査区外にあるものと

考えられる。

写真 31



写真 32 加蔵遺跡

1. 西側沢状地形遺物

出土状況 (西より〉

2. 遺物出土状況 (南

西より〕

3. C地区全景 (南側

上空より〉



加蔵遺跡

1. C地区全景(北倶IJ

上空よリ〉

2. 3 C地区拡大調査

区全景

2. (西より〉

3. (南よリ〉

出土遺物わずかであっ

た。おそらく東側に

遺跡がひろがってい

るものと考えられる。

写真 33



写真 34
薮沢 I遺跡

1.遠景 (西側青木湖

対岸よ り〉

2.全景 (西側上空よ

L)) 

右からA区、 巴区、

C区と調査区を分け

fこ。

3.全景(東上空より〕



薮沢 I遺跡 写真 35

全景(南側上空よリ〉手前からA区、巳区、C区の調査区に分けた。

全景(北側上空より〉



写真 36 薮沢 I遺跡B地区

A地区全景(上空より)A地区は遺構は検出できず、喋も流喋と考え られ遺跡の南端部

分と考えられた。

A地区全景(西側よリ〉



薮沢 I遺跡B地区 写真 37

B地区調査終了後近景(東より〉

巳地区全景(上空よ り)B地区では縄文時代早期前半末、前期初頭~前半、前期後半の遺構 ・遺物を

中心に発見された。



写真 38 薮沢 I遺跡B地区

北東側全景 (上空より〉

東側中央全景〉上空よリ〉集石が見られるが、集石は縄文時代前期後半のものである。



薮沢 I遺跡B地区 写真 39

北東全景(上空より)

東側中央全景(上空より〉集石が見られるが、集石は縄文時代前期後半のものである。



写真40 薮沢 I遺跡B地区縄文時代前期後半

土器集中区 1~ 3 (西よリ〉

土器集中区は土器片が多 く集中して発見された地点である。

土器集中区 1~ 3 (西より〉この周辺には集石 1 ・ 2 ・ 10~ 14があり 、所々には大きな礁

が置かれていた。
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写真42 薮沢 I遺跡B地区縄文時代前期後半

集石 1 ・1O~14 (南より〉

一括土器周辺の集石 〈東より) Aの部分ので一括土器 1 が検出された。 周辺の集石は集石 11 ~ 14。



薮沢 I遺跡B地区縄文時代前期後半 写真 43

一括土器・土器集中区 1 ~3 周辺、 喋 ・ 集石の状況(北東より)集石14 ・ 1 3。

集石 1 5~ 1 7 ・ 25 ・ 26 (西よ リ)



写真44 薮沢 I遺跡B地区縄文時代前期後半

集石 4 ~ 7 ・ 10 ・ 18~2 1 ・配石 1 ・ 2 (南よ り〉

集石 3 ~ 8 ・ 10 ・ 11 ・ 1 8~21配石 1 ・ 2 (西よ り〉配石 1・2は列石のように石が列に並んでいる。



薮沢 I遺跡B地区縄文時代前期後半

1.集石 4~ 8 ・ 1 8~

21配石 1・2・土器

集中 5 (東より)

2.集石 4~ 8・21・

土器集中5 (南西よ

り〉

土器集中 5は左下に

あるものでい くつか

の石と土器片が集石

状にかfこまっていた

ものである。

写真 45



写真46 薮沢 I遺跡B地区縄文時代前期後半

集石18・19、配石 1・2 (西より〉

集石 4・5・6 (北東より〉左が集石 6、右が集石 4と5で2基の集石が重なっている。



薮沢 I遺跡B地区縄文時代前期後半

1 .集石 18~20配石

(列石) 1・2 (南

より〉

2. 集石 18~ 20、配石

(歩u石) 1・2大型

の訣状耳飾出土地点。

Aから下の写真の決

状耳飾が出土した。

3・4大型の決状耳飾

出土状況

2ケの訣状耳飾が並

んで出土したが、 1 

ケは後世の撹乱を受

けており、 2ケに欠

けて出土した。

づ
F

A
『

盲六写
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写真48 薮沢 I遺跡B地区縄文時代前期後半

調査区北東集石群。 集石22~25 ・ 28 ・ 29 (西より〉

調査区北東部分集中群。集石22~25、 28 ・ 29 (南より)



薮沢 I遺跡B地区縄文時代前期後半 写真 49

集石24・25、28・29(西より〉

集石24・25、28・29(北より〉
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薮沢 I遺跡B地区縄文時代前期後半 写真 51

1.集石25・28・29下層土坑群 (北よリ〉

石の入った土坑が集石29の下にあり、その左側の土坑が集石28の下にあたる。

2.調査区中央部分の集石31・38・39周辺(西より〉集石31は石の他に土器片がかためられていた。 また北西部分か

らは有孔浅鉢が伏せた状態で出土している。

3.一括土器 (単独出土土器) 2. 有孔浅鉢の下半分が完形で伏せた状態で出土した。おそらく穴は黒色土層でわか

らなかったが、おそらくは、穴の中に伏せられていたものと予想される。



写真 52 薮沢 I遺跡B地区縄文時代前期後半

調査区中央柱穴群。(方形柱列)(西より〉

調査区中央柱穴群 (方形柱列)(西より〉



薮沢 I遺跡B地区縄文時代前期後半 写真 53

調査区中央南東部分集石35~37 (西より 〉

調査区南東部分土器集中 4(南西より〉

土器片が一面に集中して発見され、大きな平石や砥石等が中に見られた。



写真 54 薮沢 I遺跡B地区縄文時代前期後半

土器集中 4 (北よリ)

土器集中 4北端の状況(北よ り)右側下に大型の砥石が見える。



薮沢 I遺跡B地区縄文時代前期 写真 55

縄文時代前期後半。土器集中区 4出土状況 (北よリ〉 中央左下に大型の砥石が見える。

縄文時代前期初頭~前半。調査区北西部分。 4・6・7・9号住居跡、柱穴群 3 (西より 〕。柱穴群 3に

ついては前期初頭~前半と後半のものが混じっている。



写真 56 薮沢I遺跡B地区縄文時代前期初頭~前半

4 号住居跡(西よ り〉下側に見える浅い穴は集石 4 ~6 の掘 り 方。

4号住居跡(北より〉隅丸方形に掘り込まれ中央に炉がある。



薮沢I遺跡B地区縄文時代前期初頭~前半

6・9号住居跡(南より。 6号住居跡は 4号住居跡よリ古L、。 9号住居跡は 6号住居跡より古い;')
相暗 が 『毒

4・6・7・9号住居跡(東より)

写真 57



写真 58 薮沢I遺跡B地区縄文時代前期初頭~前半

4・6・7・9号住居跡、柱穴群 3 (南東より〉

，'t，..令ゲ.，' :."T~' 
月'..- ~:，，- ; 

，~.，:同 も f 

7号住居跡検出状況 (， 西よリ〉埋土には焼土 ・炭が一面に見られた。



数沢I遺跡B地区縄文時代前期初頭~前半

句 戸 J4;亀 戸 、h、'_
~)oh.， ームギ

7号住居跡喋検出状況(西よリ〉埋土中には喋が多く、住居跡の中央に見られた。

写真 59



写真60 薮沢I遺跡B地区縄文時代前期初頭~前半

7号住居跡 ・柱穴群 3 (南よリ〉

， 
'・

-

4
 

Adt
屯

7号住居跡(東よリ〉



薮沢I遺跡B地区縄文時代前期初頭~前半 写真 61

5号住居跡検出状況 (西より〉この住居跡は 2軒の住居跡が重複していたが、検出時に気が付かず掘って

しまっfこ。

5号住居跡検出状況 (西より〉



写真 62 薮沢I遺跡B地区縄文時代前期初頭~前半

5号住居跡蝶検出状況 (西よリ〉

5号住居喋検出状況(西よリ〉



薮沢I遺跡B地区縄文時代前期初頭~前半 写真 63

5号住居跡 (西よリ〉

5号住居跡 (南より〉
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薮沢工遺跡C 2地区
写真67

1.礫除去後の土抗等

検出状況(北より)

2-3土坑1

2 (西より)。 3 (北

より)。

土坑1の東端には大

型の砥石が立てた状

態で入れられていた。

竃○○麗董国璽露菜園
凝

三三葛〇二二二三三三≡三≒三三三
‾　　　　‾　　　　‾　　　‾　　　‾　　　‾　　　　‾　　　　‾　　　‾　　　‾　　　　‾



写真68 薮沢 I遺跡C-l地区

全景 (上空より〉

全景 (南よ り〉北倶Ijは尾根の斜面となっており、斜面の中腹には住居跡が検出され、その下は包含層 ・

集石 ・焼土が検出された。



薮沢 I遺跡C 1地区 写真 69

掘リあがリ後全景 (南より〉

住居を造って

いる。



写真 70 薮沢 I遺跡C 1地区

1 ~3 号住居跡(北西よリ) 1 ~ 3号住居跡ともに縄文時代前期前半の住居跡と考えた。

1~3 号住居跡(南東より) 1 ~ 3号住居跡は斜面に造られた住居跡で、 3軒の住居跡が重複していた。



薮沢 I遺跡C 1地区 写真 71

1 ~3 号住居跡(南より 〉 住居跡北壁には、 住居跡より新しい時期の土坑 4 が掘り込んでいる。

自Itl必ずE・・・・・・.'"並l.ii福園周lIlX¥l
1 ~3 号住居跡 柱穴検出状況(南東よ リ〉この住居跡の右下には縄文時代後期初頭の土坑 5が検出

されている。



写真 72 薮沢I遺跡C 1地区

1 ~ 3 号住居跡柱穴検出状況、土坑 4 ・ 5 (南東より〉

1 ~ 3 号住居跡柱穴検出状況、 土坑 4 (南よリ〉



薮沢 I遺跡C 1地区 写真 73

2 • 3号住居跡南側土坑 (西よ り) 2・3号住居跡を造っているテラスの南側から検出 され、中から

クリの炭化物が出土している。

住居跡下側の遺物・喋出土状況 (南より〉斜面の下部は縄文時代前期前半を主体とした包含層が見

られ、喋も点在していた。
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写真 76 薮沢E遺跡

遠景(西側、青木湖対岸より〉

全景 (西側上空よリ〉家の裏がF地区。その右がE地区、道路の右側がD地区。



薮沢E遺跡 づ-
7
f
 

盲六写

全景(北側上空より)手前から F地区・ E地区・ D地区。

全景(北側lの尾根より〉手前から F地区。人のいる所がE地区。その向こう がD地区。
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薮沢E遺跡E地区 写真 79

全景 (北よリ〉

遺物出土状況(西よ り〉縄文時代前期 ・後期前半 ・晩期末の遺物が出土した。



写真80 薮沢Ⅱ遺跡F地区

1-3全景(南よ

り)

1 ・ 2遺物検出状

況

3.調査後

F地区からは縄

文時代前期後半

の住居跡の-部

分が検出され、

縄文時代晩期末

の遺物小集中区

焼土群を中心に

縄文時代早期前

半、前期初頭一

前半の遺物が出

土した。
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薮沢皿遺跡

1. 全景 (南側上空よ

り〉

手前からA地区、 B

地区、尾根の向こう

側をC地区として調

査した。

2. A地区全景(上空

より。右側が北〉

A地区では 3号住居

跡、溝 1、中世の河

川跡、縄文時代後期

後半の遺物小集中区

が検出された。

3. B地区全景 (上空

より。右側が北〉

B:t也区では、 ~t側の

尾根の斜面で住居跡

4軒、斜面下部では

縄文時代早期前半と

後半の喋群 ・焼土、

南側の平坦部で後期

の集石やそれ以前の

河川|跡が検出された。

写真 81



写真 82 薮沢E遺跡A地区

3号住居跡検出状況 (西より) 3号住居の周囲には溝が掘られ、 その中に砂利が入れられていた。内

耳鍋片が出土している。

3号住居跡掘りあがリ(西より〉周囲には砂利の入れられた溝が見られ、内側はやや堅い床面になっ

ていた。中世の住居跡である。



薮沢E遺跡B地区 写真 83

斜面に造られた 1・2・4・5号住居跡(南よリ) 4・4・5号住居は中央に見られる掘り込みで重

なって検出された。

• 2・4・5号住居跡(東より〉 手前が 1・4・5号住居跡後方が 2号住居跡。
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薮沢皿遺跡B地区 写真 85

集石 (西より〉石をただ単に集めたという感じの集石で、用途ははっきりしなL、。左側で焼土、右側で

炭の集中区が見られた。
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薮沢E遺跡B地区

1 • 2縄文時代早期前

半蝶群

北側の尾根の南斜面

の裾の早期後半喋群

の下層で検出された。

1. (上空よリ 上が北〉

2. (南より〉

喋群中からは焼土が

4ケ所から検出され

fこ。

この喋群の下層は青

灰粘土及び砂利層で¥

以前は青木j胡がこの

部分までおよんでい

た可能性が考えられ

fこ。

3.早期前半遺物出土

状況(西より〉

づ
J

Q
U
 

首六写



写真 88 薮沢皿遺跡B地区

縄文時代早期前半喋群中の土器出土状況(東より〉

縄文時代早期前半喋群中の焼土(南より)



薮沢E遺跡A地区 写真 89

A地区北側(上空より。上が北)Aが中世の河川跡。 Bが堅穴。 Cが3号住居跡。 Dが縄文時代後期

後半遺物小集中区検出地点。

中世河川跡・堅穴 (南よリ〉堅穴は河川|跡に附属した施設で‘あろう。



写真90 薮沢皿遺跡A地区

九且凪....:-..r 世ム:.i.!語習場橿~笛冨畠‘匙午.~~W儲ぷ~

中世河川跡 埋没木出土状況及び竪穴(南東より〉埋没木には木の皮が付いたものや火のこげ跡のある

ものも見られ、切り出されたものと考えられた。

中世河川埋没木状況(西よリ〉埋没木は山で切り 出されこの場所に見られたものであろうと考えられた。



薮沢E遺跡A地区 写真 91

中世河川跡南東横下層に検出された縄文時代後期後半の遺物小集中。

溝 1(南よ り) A地区南東部で検出された。中から中世の陶器が検出され、中世のものと考えられる。
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